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職員の「わ」応援プログラム ～らしく、いきんさい。～【第２期】

「職員の「わ」応援プログラム～らしく、いきんさい。～」に基づき、職員一人ひとりが「自分らしく」働き、そ
の能力を最大限に発揮できる、魅力ある職場の実現に向けて、様々な取組を実施しています。
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メリハリのある働き方
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取得日数

休暇を取得したい職員が取得しやすい雰囲気づくりを推進して
いくことから、一人当たり15日取得（毎年）を目標値としてい
ます。
※ 他に夏季休暇３日や夏季厚生計画２日があります。

年次有給休暇の取得日数
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時間外勤務実績

一人当たりの月平均時間外勤務

着実に時間数の縮減と偏りの解消を目指していくことから、
前年度実績以下（毎年度）を目標値としています。

※ 災害対応を除く

業務見直しによる業務量の削減や業務能率向上を通じて、時間外勤務の縮減に取り組んでいます。
また、年次有給休暇の夏季休暇との連続取得を促進するなど、メリハリのある働き方を進めています。
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男性職員の育児休業取得率
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育児休業を取得しやすい雰囲気づくりを推進していくことから、
100％（毎年度）を目標値としています。

子育て支援と女性の活躍推進

性別にかかわりなく個人の能力を引き出すことで、組織としての
パフォーマンスが高まるよう、33％（R13.4.1）を目標値とし
ています。

管理職に占める女性職員の割合

仕事と育児の両立支援などに力を入れ、男性職員の育児参画を推進するなど、職員の働き方に関する
ニーズの多様化に対応した制度の充実や取組を実施しています。

※ 取得率は、「当該年度中に新たに育休を取得した男性職員数／当該年度に新たに育休
　取得可能となった男性職員数」により計算。
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柔軟なワークスタイルの推進

多くの職員がテレワークを利用しています。
　○　県庁働き方改革推進月間の設定など、テレワークを利用しやすい職場づくりに向けた取組を実施
　○　テレワーク時のコミュニケーションの活性化を図るため、職員同士が気軽に利用できるチャットツールなどを活用
　○　テレワークにおいては、通常の勤務時間帯に限らず、勤務時間を一定の範囲内で割り振ることが可能

デジタルツールの充実やWeb会議システムなどを活用することにより、多様で柔軟な働き方の推進に取
り組んでいます。

テレワークの利用者数

区分 R3 R4 R5 R6 R7

実利用者数 3,572人
／4,397人

3,177人
／4,433人

3,160人
／4,457人

2,643人
／4,416人

2,191人
／4,404人

うち管理職 435人 398人 404人 203人 254人

うち一般職 3,137人 2,799人 2,756人 2,440人 1,937人

延利用日数 78,213日 32,001日 29,786日 23,755日 21,330日



https://www.pref.hiroshima.lg.jp/


